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　「とびだせ建築士」というテーマの下、平成 16 年度か
ら県内４カ所にある工業高校建築科の学生と建築見学
会・ＷＳやシンポジウムへの参加など、延べ 15 回開催。
建築士がもっと社会と関わり、地位向上を目指しながら、
子どもたちや建築を学ぶ生徒・学生に向けて、建築の面
白さ、建築士の仕事ぶり等を伝え、将来の建築に携わる
人材を育てると同時に我々もスキルアップし、地域社会
に貢献することを活動の目的にしている。今後は対象の
学生を広げ、未来の建築士・我々の仲間を育てると同時
に、一般の方々に向けての「とびだせ建築士」も企画す
る予定。

中予地区の活動（通算8回開催）
松山工業高校・松山聖陸高校建築
科のみなさんを招き、歴史的建造物
の見学会などを実施。昨年度は道後
温泉本館（1890年竣工）の見学会を
開催。

南予地区の活動（通算6回開催）
吉田高校建築科の皆さんと、作業所
見学会・工場見学会・古建築に関
わるシンポジウムの参加など。

東予地区の活動（通算2回開催）
東予高校建築科に出前授業を実施。
建築士会メンバーによる「建築と
私」の講演後、「建築といかにかか
わるべきか」のワークショップを実
施。

●大会テーマ「伝」に沿っていて若者に建築・建築士会を「伝
えていく」素晴らしい活動。●建築から人を育て組織を育てる
再生の考え方が良い。●建築士会の将来に繋がる活動。自分
たちも取り組みたい。●プレゼンテーションが素晴らしく、と
ても分かりやすかった。●継続して活動しているのが素晴ら
しい。●発表者―ぼっちゃんスタイルがとても印象に残った。

「とびだせ建築士」から伝える 愛媛県建築士会

　香川県建築士会では、地域に残る「街角遺産」をリスト
トアップし、企業や個人によるリノベーション・コンバー
ション等への活用を促進する活動を行っている。「街角遺
産」とは、文化財のような価値はないが、地域の景観と日
常に溶け込んだ小建築を指す造語。「街角遺産」は古い何
気ない建物の価値を一般化するシステムで、2011年度
グッドデザイン賞を受賞。平成24年に選定した約120件
の「街角遺産」写真を展示し、その後、毎年、香川県内各地
で街角遺産展を開催。今年3月には、「第５回街角遺産展―
小豆島編」を開催し、物件数も539件となっている。「地
域」の特徴は古くからそこにある何気ない建物たちで作
られており、その古い建物の価値を上げ、活用すること
で、循環型社会へ貢献すると共に、記憶のある街づくりを
目指している。

●「まちかど遺産」という着想が良い。●日常に埋もれ、今ま
で意識していなかったものに意識を向けることで、未来の
街並みに寄与することができる。●Ｂ級、Ｃ級という着想が
好き。プレゼンテーションが素晴らしかった。●全国的な
テーマに発展できそう。●一般の人との取り組みの事例と
して参考になった。自分たちの県でも取り組んでみたい。

「街角遺産 ― the local heritage ―」 香川県建築士会



7月21日現在CPD認定プログラム（8月～9月の広島県内実施分）
日  時

8／17

プログラム名

建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事改定講習会

単  位
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主  催

日本建築学会中国支部

連絡先

082－243－6605
8／17 専門工事業（内装仕上工事）従事者教育特別講習会 3 公共建築協会 03－3523－0381
8／17 27年度電力負荷平準化・省エネルギー社会実現セミナー（広島） 3 ヒートポンプ・蓄熱センター 03－5643－2403
8／19 「2015年版建築物の構造関係技術基準解説書」講習会 5 日本建築防災協会 03－5512－6451 
8／21 コンクリート構造物の劣化と維持・補修に関する知識 6 インターウェーブ 099－812－0677
8／27 技術セミナー（広島） 3 空気調和・衛生工学会 03－3363－8261
8／29 ペアガラス製造工程見学と機能ガラスの勉強会 2 広島県建築士会呉地区支部 0823－25－0230 
9／16 身近な防災を楽しく学ぶ 2 広島県建築士会呉地区支部 0823－25－0230 
9／19 研究会「地方におけるこれからの公立文化施設」（第2回） 4 日本大学工学部　川島慶之 　
9／15 ＩＴ活用による現場の業務効率化とコミュニケーション力アップ 6 インターウェーブ 099－812－0677
9／26 鋼構造セミナー「鉄骨工事の管理ポイント-工事現場溶接をメインとして」 2 広島工業大学　清水斉 082－921－9420

urabe.moustache@
gmail.com

瑠璃光寺

中原中也記念館

ぷろじぇくと ニュース
PROJECT NEWS

㈱広島建築住宅センター
　　

〒730-0013 広島市中区八丁堀
 15-10-3F
 1 082-228-2220

http://www.hkjc.co.jp

代表取締役社長　生田　文雄

表紙写真について
トヨタカローラ広島・ネッツトヨタ中国新本社

●設計施工／鹿島建設（株）

●所 在 地／広島市西区庚午中

●構造規模／Ｓ造　地上 6階

●敷地面積／ 3,194.97 ㎡

●建築面積／ 2,436.15 ㎡

●延床面積／ 10,267.71 ㎡

●竣　　工／ 2014 年 12月

　トヨタカローラ広島とネッツトヨタ中国の本社機能、開放的な中古車店舗・

展示場、整備工場、社員駐車場といった多様な機能を内包する建物として、

2008年に竣工した新車店舗の隣接敷地に計画された。

　交通量の多い宮島街道に接する下層部に展示場や駐車場を、住宅街のため周

囲に高層建物がなく、北側の山並みや南側の海を臨むことができる上層部に本

社機能を配置する空間構成とした。

　幅50ｍにおよぶ正面のファサードは、設えをフロアごとの機能に応じて変化

させた表層を奥行４ｍの門型フレームで囲うことで、シンプルながら本社とし

ての顔を力強く表現することを目指した。

　「新しい漆喰壁（瀬戸漆喰）の特徴と効果につい

て」をテーマにした、今年度第1回目の建研塾研修会

を開催します。皆様のご参加をお待ちしております。

◆開催日時　　9月6日（日）　午後1時半～ 3時
◆場　　所　　下見福祉会館

　　　　　　　（東広島市西条下見 5丁目 4番 8号）

◆講　　師　　㈱建築舎　代表取締役　佐藤　陽一氏

平成27年度　第１回 建研塾研修会の開催
東広島支部

平成27年度　中四国ブロック若手建築士交流会 in 山口　　　  社会活動委員会　青年部会

7月号17Ｐ賛助会員の（株）広島建築住宅セ
ンター様のご紹介を訂正させていただきます。

　山口県では平成30年の「明治維新150年」に向け、幕

末維新をテーマに総合キャンペーンを全県で展開して

います。今年の若手建築士交流会は、維新志士も駆け抜

けた歴史の道「萩往還」の散策などを通して、下関のフ

グや岩国の錦帯橋、萩の歴史的町並みなど、新たな山口

を発見し、山口の食や温泉・歴史文化などの魅力を体

感する企画が盛りだくさんです。

◆主　　催　　中四国ブロック青年建築士協議会

◆主　　管　　山口県建築士会青年部

◆開 催 日　　

9月26日（土）
〇開会式

〇交流会／瑠璃光寺見学→萩往還散策（天花坂口

～国境の碑）→萩市佐々並市伝建地区見学

〇懇親会

9月27日（日）
　〇自由散策／湯田温泉周辺、一の坂・瑠璃光寺

　〇オプションコース　

Ａコース　山口の伝統工芸である大内塗り箸造

り体験

Ｂコース　瑠璃光寺五重塔の吹き替えを手掛け

る桧皮職人さんによる、檜皮葺ワー

クショップ

《お詫びと訂正》
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　稲田全示氏（尾道市立尾道大学芸術文化学部美術学科

教授）と、香本昌義氏（長江中町内会「マチづくり研究

会」代表）による基調講演が、地域実践活動報告会の後

に行われました。講演の中で、尾道旧市街地南の向島に

ある岩屋山は古代の巨石信仰の聖地であったと思われる

こと、尾道三山にある寺の正門や本堂が風水を基に岩屋

山に向いて配置されており、特に千光寺本堂は冬至の日

の出方向にも向いており、岩屋山とご来光が年に一度だ

け一直線になるという話はミステリアスでした。

　中世になり、尾道の北の太田の荘（現世羅町）が後白

河院の院領となり、尾道はその年貢米の倉敷地となり、

積み出し港として整備がされました。近世では北前船の

寄港地となり始めたころから浜問屋と言われる豪商たち

が現れ、幕末には莫大な財力を持っていたようです。明

治に入りこれらの豪商が銀行を相次いで創設し、尾道は

金融のまちとしても栄えます。そして山陽鉄道の開通に

より交通の要衝としてますます発展しますが、開通によ

る立退きで山手地区と海岸地区の分断が始まり、町の様

相を一変することになります。立ち退いた民家は社寺の

土地であった山手地区に住み始めることになり、さらに

戦時中に防火帯として国道2号線の拡張等により、ます

ます山手に民家が増えたため、現在の坂の町ができたと

いう、尾道の景観形成の歴史を分かりやすく軽快に解説

していただきました。

　また、戦争末期に福山が空襲されたとき、浄土寺山の

東の夜空が真っ赤になるのを震えながら見たこと。その

後すぐに終戦となり、かろうじて尾道の街並みが残され

たという香本氏の体験談は真に迫っていました。その

後、戦前の古い街並みを残しながらの現在までのまちづ

くりの活動の話も、大変興味深く聞かせてもらいました。

　古き良き日本の景観が残されている尾道は、日本遺産に

も認定されました。この貴重な景観を未来にどのように残

し伝えていけるかは、現代を生きる我々に課せられた責務

であることを実感させられる貴重な講演会でした。

　朝9時、広島県の青年・女性部会総勢50名が尾道に集

結。この大会を成功させるべく円陣を組み、2日間の大

会スタッフである“チーム広島”を結成しました。この

団結は「歩いてさがそう 未来のまち」事業で培われ育

まれた、協働の賜物であると感じました。

　午前中は各担当に分かれ、予め準備していたシナリ

オ・マニュアルに基づいて大会の準備を行いました。

　午前10時から港湾の駅前芝生広場で、ブリヂストン

の免震体験車による大地震の揺れを体験。免震構法を備

えた場合による揺れの違いも体験しました。参加者・観

光客・市民の方々など140名に体験いただき、建築士会

やこの大会をＰＲすることができました。

　一方、大会会場の「しまなみ交流館」では、１年に１

度会う中四国の会員たちの興奮と、パネル展に見入る来

場者の熱気でいっぱいでした。

　いよいよ13時から開会式です。湯﨑英彦広島県知事、

平谷祐宏尾道市長、髙本訓司尾道市議会議長（代理・前

田孝人産業建設委員会委員長）にご臨席賜り、開会宣言

から綱領唱和へと続き、広島建築士会・元廣会長による

挨拶、県知事と市長による本大会の趣旨を汲んだご祝辞

を頂戴し、大会

１日目が始まり

ました。

　私たちスタッ

フにとっては緊

張の連続であっ

た開会式も無事

に終わり、次は

中四国9県の青年・女性建築士による地域実践活動報告

会です。各県で行った事業の成果や取り組みを5分で発

表します。各県それぞれに、年々プレゼンテーション能

力も上がり、同時に内容のレベルも高いものとなってい

ることを実感しました。

　休憩と投票を挟み、本大会の趣旨「伝」に沿った基調

講演が始まりました。尾道をこよなく愛する香本昌義氏

と稲田全示氏、お２人の掛け合いにより、「おのみちで

伝える」というテーマの下、2日目のフィールドワーク

にも繋がる内容でした。尾道の昔の写真や、時代により

変わっていった地図と共に、参加者のみなさまの聴覚だ

けでなく視覚も刺激する講演になったと思います。

　このフィールドワーク

は、1日目の基調講演で

尾道の歴史や文化を知識

として感じてもらい、そ

れを体で感じてもらうこ

とを目的としています。

スタート地点を2カ所に

設定し、各スタート地点

でレクチャー映像を見て

いただいてから、大会用

に作成したマップを参考

に、「おのみち」を歩い

ていただきました。途中、予約ポイントでの見学を挟み

午前中のフィールドワーク活動として行いました。

　参加人数が多く、3組に分けてスタート。早い組は8

時半集合でしたが、前日の疲れが残る中、まず皆さんに

レクチャー資料を見ていただきました。この資料は広島

県建築士会青年部・女性部が毎年各地域で行っている、

「歩いて さがそう 未来のまち」事業で使用したもので

す。この事業はその町の過去を学び、現在を知り、得た

知識で未来を考えることを目的に、子どもたちに「ま

ち」を歩いてもらうというもの。子ども向けの資料では

ありますが、尾道の歴史、現在、未来を考えてもらう資

料という意味と、広島県建築士会青年部・女性部が7年

間つないできた「遺伝子」を知ってもらう意味でも良い

資料だったと思います。

　この事業では、クエストというタイトルで課題を設定

していましたが、今回も新たに課題を作り、「まち」を

歩くルートを考えてもらうことにより、目的をもってフィー

ルドワークを行えるようにしました。またクエストとは

別に、フィールドワークの中で予約ポイントを10カ所設

定。近世（中世）建築から近代建築、ＮＰＯのプロジェ

クト物件、歓楽街の歴史の残るエリアなど、多様なポイ

ントが設定できたのは、「おのみち」の文化の厚みがあ

ればこそだと思います。各予約ポイントでは、行政、Ｎ

ＰＯ団体、民間、教育機関などに講師を依頼し、解説を

行ってもらいました。1時間の解説時間を超えるものもあ

り、深く興味を持たれた方が多かったようです。

　わずか半日のフィールドワークでしたが、「おのみち」

の「文化の遺伝子」を体感してもらうことができたと思い

ます。無事にフィールドワークを行えたことに、感謝の気

持ちでいっぱいです。

　6月13日の大会参加者406名、14日のフィールドワー

ク参加者250名（実行委員会調べ）、総勢約650名の

方々に大会に参加していただけました。これは中四国ブ

ロック会員だけではなく、広島県建築士会7支部の会員

の皆様が、「広島県の青年・女性部会を盛り上げちゃろ

う！」というお気持ちでお集まりくだ

さったからだと身にしみて感じまし

た。ご指導ご尽力いただいた皆様をは

じめ、広島県、尾道市、パネル展参加

団体、フィールドワークへご協力くだ

さいました皆様、そして尾道の皆様に

お礼申し上げます。

　準備段階からこの大会の骨子であ

る「伝」という意味を実行委員会内

において深く考え、大切にしてきた

こともあり、「2日間を通して“文化の遺伝子”を伝えま

す」という大会テーマの言葉通り、尾道を例にした１つ

のまちの文化の遺伝子を参加者の皆様へ伝えられたと思

います。青年・女性部会、OB、実行委員会の皆様、お

疲れさまでした。

平成27年度　青年・女性建築士の集い中四国ブロック　広島大会
人から人　町から町　過去から未来「伝」　～文化の遺伝子～

実行委員長  森川　順平

基調講演　　講演テーマ「おのみちで伝える」

梅雨入りして間もない6月13・14日の2日間、心配していた天候にも恵まれ「平成27年度青年・女性建築士の集い
中四国ブロック広島大会」を尾道で無事に開催することができました。

尾道支部  米田　雅治

フィールドワーク「歩いて　さがそう　未来の　おのみち」 実行委員  助永　登志雄

終わりに

4 5



　大会１日目―７月16日（土）午後、「しまなみ交流ホー
ル」で中四国９県の青年・女子部会による地域実践活
動の発表が行われました。
　『人から人　町から町　過去から未来「伝」～文化の
遺伝子～」という大会テーマの下、各県５分の発表の後、
審査員と会場の参加者による投票があり、１位に愛媛
県建築士会、次点に香川県建築士会が選ばれました。
１位の愛媛県建築士会は、10 月の全国大会で中四国の
代表として発表することになります。
　ここでは、９県の地域実践活動の発表と、会場での
感想コメントを紹介したいと思います。各県とも地域
色あふれた素晴らしい活動です。
地域実践活動の発表資料は、広島県建築士会のＨＰに
掲載しています。http://den2015.com/20150615/

地域実践活動  発表  レポート
広報委員  神岡　千春 　徳島県建築士会川島地域会で

は、神輿の伝統的な継手や仕口、

木の特徴や働きを学び、引いて

は伝統的な住まいについても伝

えたいと、平成 24 年から毎年、

こども神輿を寄贈・出前授業を

行っている。組立図や部材を加

工して学校に提供、授業では子

どもたちがかんながけや神輿の

組み立てを体験する。

●地道な活動で継続に意味があり、努力を必要とする。
子どもたちに分かりやすい神輿を取り上げているのが新
鮮。●子どもたちが直接、木や技に触れ、建築を実感す
ることは子どもたちの将来に良い影響を与えると思う。

こども神輿による木のよさの伝承 徳島県
建築士会

　毎年数回、県下の建築を専攻

する学生を対象に、県内外の建

築物を対象としたミナーを開

催。学生と同じ場所・時を共有

する中で自らの研鑽を積むと同

時に、建築に携わる若手がより

具体的な将来像のイメージを持

つきっかけ・手助けをすること

で、建築業界の底上げの一端を

担うことも意図している。

●建築士の卵たちが大きく羽ばたいて行けるよう活動を
広げてもらいたい。

●丁寧な企画に関心した。
●社会的価値観を生んでいる。

建築セミナー with GAKUSEI 岡山県
建築士会

　山口県・福岡県建築士会は、

下関市・北九州市、大学、一般

市民などと共に「関門地区景観

ウオッチング＆セミナー」を開

催。関門地区の景観を守り・育

て・語り・未来に継承していく

ことを目的としている。平成26

年には、共催者である関門景観

協議会より「引接寺ライトアッ

プ社会実験」業務を受託。

●県を越えて取り組みの着想が良い。●市民・建築士・行
政が同じ視点を持って街の活性化に取り組んでいるのが
素晴らしい。●継続10年、なかなかできない。●ボリュー
ムのある内容を時間内にプレゼンされていた。

関門地区景観ウォッチング＆セミナー
～行政区分を越えて継続する活動～

山口県
建築士会

●身近で大切な企画であり、継続してほしい。●実際の
災害時にも活動されていて、素晴らしい。●被災の歴史
を伝えることは重要。●現段階ではまだ物足りなさがあ
るが、今後の展開を期待する。

語り継ぐ　まちの記憶 広島県
建築士会

　平成 25 年、米子高専教員・

学生、地域住民、ＮＰＯ関係者、

行政関係者などと、米子の町屋

及び街並みの保存・再生を目的

にプロジェクトを立ち上げ活動

中。昨年は町屋の実態把握調査、

今年は内部・実測調査を実施。

今後は景山屋の一般公開や、昭

和初期の洋館郵便局―角盤文庫

の活用の提案を行う予定。

●非常に労力が必要な活動を継続的に進めていることに
敬意を払いたい。●学生と連携し、地域資源を再確認し、
後世に残そうとする取り組みが素晴らしい。●伝統を実
証することがとても良い。●2,754件の調査に驚いた。

米子の町屋・街並み保存再生プロジェクト
～伝統を実証～

鳥取県
建築士会

　東南海地震の脅威が高まる

中、避難所ＨＵＧを活用・実践

することで有事の際の避難所に

事前に対応しておくことを建築

士として考えています。対象と

して県東部の安木地区を選定し、

地域の方々と避難所ＨＵＧによ

る避難所計画を策定。避難所Ｈ

ＵＧは、机上の避難所の運営を

擬似体験する防災ゲームです。

●「ゲーム」を使用して防災を身近にした点が良い。
●建築士として地域に役立つことのできる活動である。
●南海トラフ巨大地震が予測される中、避難に関する予
備知識を広く伝えることは大事である。

避難所ＨＵＧによる避難所計画 島根県
建築士会

●「仕事が地域貢献に直結する」というのは良い。●土
地の物に自信と誇りを持ち、建築に活かしているところ
に建築の本質を感じた。●若手建築士の熱意を感じた。
●仕事－作品－がかっこいい。

仕事が「地域実践活動」
建築士として設計・監理で地域実践

高知県
建築士会

糀を製造していた景山屋糀を製造していた景山屋
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